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住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
二
軒
と
も
、
床
の
中
央
部
が
下
が
る
。
一

号
住
居
は
直
径
二
・
二
㍍
の
円
形
、
二
号
住
居
は
直
径
二
・
八
㍍
の
隅
丸

方
形
で
、
と
も
に
柱
穴
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
２
号
住
居
か
ら
は
腰
岳

産
黒
曜
石
の
石
鏃
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
・
水
晶
の
剥
片
（
写
真
２
―
３
）
と
姫

島
産
黒
曜
石
の
剥
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
少
し
離
れ
た
調
査
区
西

側
で
柱
穴
が
巡
る
土
器
埋
設
炉
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
柱
は
炉
が
や
や
南

東
に
偏
す
る
よ
う
に
直
径
約
六
㍍
で
六
本
並
ん
で
い
る
。
炉
に
使
用
し
た

土
器
（
図
２
―
３０
・
５
）
は
上
部
を
失
っ
て
い
る
が
、
鉢
形
で
器
壁
は
一

�
前
後
と
厚
く
、
胴
部
の
最
大
径
は
約
三
〇
�
と
な
る
。
胴
部
の
外
面
に

は
ア
ナ
ダ
ラ
条
痕
で
「
エ
」
字
状
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
埋
設
炉
の

周
辺
は
広
く
赤
変
し
て
い
た
。
検
出
し
た
住
居
の
配
置
と
削
平
状
況
か
ら

見
て
本
来
は
調
査
区
全
面
に
住
居
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

二

京
都
平
野
の
縄
文
時
代

京
都
平
野
周
辺
で
の
草
創
期
は
、
築
城
町
本
庄
大
坪
遺
跡
か
ら
柏
原
式

土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
様
相
が
不
明
で
あ
る
。
前
期
に
な

る
と
遺
跡
数
が
増
え
、
行
橋
市
竹
並
遺
跡
、
辻
垣
遺
跡
で
早
水
台
式
、
福

丸
遺
跡
、
苅
田
町
山
口
遺
跡
、
町
内
の
黒
田
二
又
遺
跡
で
田
村
式
押
型
文

土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
周
辺
地
域
で
も
、
先
の
本
庄
大
坪
遺
跡
の
ほ
か

に
、
豊
津
町
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
、
犀
川
町
自
在
丸
遺
跡
、
寺
門
遺
跡
等
か

ら
押
型
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は
安
定
化
し
た
集
落

を
営
む
段
階
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
遺
物
が
点
在
す
る
の
み
で
あ
る
。

図２―３１ 中黒田遺跡遺構配置図
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図２―３２ 京都平野の縄文遺跡
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前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
も
資
料
数
は
少
な
い
。
前
期
で
は
京
都
平
野

の
南
方
で
築
城
町
上
別
府
沖
代
遺
跡
、
松
丸
Ｄ
遺
跡
、
椎
田
町
西
八
田
平

原
遺
跡
、
小
原
岩
陰
遺
跡
で
轟
Ｂ
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
上
流
域
で

は
犀
川
町
横
瀬
楠
遺
跡
、
自
在
丸
遺
跡
、
下
伊
良
原
平
原
遺
跡
な
ど
で
や

は
り
轟
Ｂ
式
土
器
が
み
ら
れ
る
。
椎
田
町
小
原
岩
陰
遺
跡
で
は
、
轟
式
に

伴
い
人
骨
片
が
出
土
し
て
い
る
。
中
期
で
は
、
行
橋
市
小
豆
田
遺
跡
、
苅

田
町
北
谷
遺
跡
が
遺
物
の
散
布
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ

ひ
が
し
た
か
つ
か
こ
う
ぼ
う

だ

る
。
椎
田
町
の
東
高
塚
弘
法
田
遺
跡
で
は
船
元
式
土
器
が
出
土
し
て
い

る
。京

都
平
野
の
海
進
は
貝
化
石
群
の
分
布
と
珪
藻
分
析
に
よ
っ
て
四
八
〇

〇
年
前
ご
ろ
に
現
在
よ
り
一
・
八
㍍
高
く
、
そ
の
後
も
内
湾
化
し
て
い
た

と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
縄
文
時
代
中
期
ご
ろ
の
海
岸
線
は
行
橋
市

上
津
熊
か
ら
今
井
あ
た
り
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
遺
跡
の

分
布
は
こ
う
し
た
環
境
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

後
期
に
な
る
と
、
遺
跡
数
が
増
え
る
と
と
も
に
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
町
内
で
も
黒
田
種
生
遺
跡
で
二
軒
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
豊
津
町
節
丸
西
遺
跡
で
は
後
期
を
中
心
と
し
た
二
四
軒
の
住
居

跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
京
都
郡
最
大
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
石
囲
炉
・

土
器
埋
設
炉
・
複
数
種
の
炉
を
も
つ
住
居
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
行
橋
市
長
者
原
遺
跡
で
も
一
軒
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
住
居
は
中
央
に
地
床
炉
を
も
ち
、
後
期
末
ご
ろ
の
土
器
片
少
量
と
打

製
石
斧
が
出
土
し
て
い
る
。

椎
田
町
山
崎
遺
跡
で
は
鐘
崎
式
器
の
石
囲
炉
を
も
つ
住
居
跡
、
土
器
埋

設
の
複
式
炉
を
も
つ
北
久
根
山
式
の
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

豊
前
地
域
で
は
、
後
期
の
住
居
跡
の
な
か
に
方
形
な
い
し
は
隅
丸
方
形

プ
ラ
ン
で
石
囲
炉
を
も
つ
特
徴
的
な
も
の
が
み
ら
れ
る
。
後
期
の
初
め
こ

ろ
に
現
れ
た
こ
の
タ
イ
プ
の
住
居
は
豊
後
と
遠
賀
川
下
流
域
を
除
く
他
地

域
で
は
類
例
が
見
当
た
ら
ず
、
後
に
他
の
地
域
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
中
ご
ろ
に
は
こ
の
地
域
の
住
居
は
円
形
や
楕
円
形
の
プ
ラ

ン
に
変
わ
り
、
複
式
炉
や
土
器
囲
い
炉
の
も
の
へ
変
わ
っ
て
い
く
。

晩
期
に
は
平
野
部
で
の
遺
跡
は
遺
物
の
み
の
出
土
が
多
い
。
行
橋
市
で

は
、
柳
井
田
早
崎
遺
跡
や
辻
垣
畠
田
・
オ
サ
マ
ル
遺
跡
な
ど
が
晩
期
土
器

の
出
土
で
知
ら
れ
る
。
犀
川
町
で
も
大
熊
条
里
遺
跡
や
犀
川
盆
地
で
晩
期

の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
築
城
町
の
十
双
遺
跡
・
松
丸
Ｄ
遺
跡
で
は
と
も
に
貴
重

な
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
住
居
跡
は
十
双
遺
跡
で
は
楕
円
形
に
近

く
、
松
丸
Ｄ
で
は
円
形
プ
ラ
ン
の
直
径
五
㍍
程
度
で
あ
る
。
松
丸
Ｄ
遺
跡

で
は
中
央
の
炉
を
挟
む
よ
う
に
二
本
の
柱
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
福
岡
県
遺
跡
分
布
図
に
は
行
橋
市
天
生
田
の
上
豆
田
遺

跡
、
苅
田
町
若
久
町
の
中
州
遺
跡
、
同
じ
く
上
片
島
の
猟
師
ヶ
谷
遺
跡
、

浄
土
院
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
が
見
え
る
。
ま
た
、
定
村
責
二
の
調
査
に
よ
れ

ば
行
橋
市
の
宝
山
貝
塚
・
長
井
墳
墓
遺
跡
・
鳥
井
原
遺
跡
・
中
尾
石
器
散

布
地
・
大
首
石
器
散
布
地
等
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
分
か
っ
て
い

な
い
。
こ
の
う
ち
浄
土
院
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
原
口
信
行
が
鐘
ヶ
崎
・
西
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長崎県深堀（1／4） 

平
土
器
と
と
も
に
敷
石
面
を
確
認
し
た
と
記
し
て
い
る
。

三

北
部
九
州
の
縄
文
時
代

一
般
に
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
東
日
本
で
密
度
が
高
く
、
西
日
本
で
は
低

い
と
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
東
日
本
に
は
サ
ケ
・
マ
ス
の
遡
上
す
る

河
川
が
多
く
、
安
定
し
た
食
糧
獲
得
が
で
き
る
こ
と
か
ら
定
住
に
適
し
て

い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
集
落
の
間
隔
も
東
日
本
で

は
五
〇
〇
㍍
〜
一
�
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
日
本
で
は
五
〜
一
〇
�
と
離

れ
て
い
る
と
い
う
研
究
も
あ
る
。
環
境
の
影
響
が
大
き
い
狩
猟
採
集
社
会

で
は
、
集
落
単
位
の
生
活
圏
が
食
糧
獲
得
の
た
め
必
要
な
範
囲
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
集
落
間
の
距
離
が
人
々
の
活
動
範
囲
を
示
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
地
域
差
は
土
器
型
式
の
分
布
範
囲
に
も
反
映
さ
れ
、
早
期
の

押
型
文
土
器
の
よ
う
に
西
日
本
一
帯
に
分
布
す
る
も
の
を
除
き
、
隣
接
地

域
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
九
州
で
は
独
特
の
土
器
が
作
ら
れ
て
い
る
。

同
様
な
現
象
は
九
州
内
部
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
九
州
中
央
の
山
地
を

境
に
、
西
北
九
州
・
東
九
州
・
南
九
州
で
土
器
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ

と
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
要
な
貝
塚
の
分
布
は
熊
本

県
の
有
明
海
沿
岸
部
に
集
中
し
て
お
り
、
魚
介
類
が
主
な
食
料
源
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

九
州
に
お
い
て
は
、
草
創
期
に
未
だ
細
石
刃
文
化
を
残
し
て
い
る
こ
と

に
も
現
れ
る
よ
う
に
縄
文
時
代
が
始
ま
っ
た
時
点
か
ら
す
で
に
ほ
か
の
地

域
と
は
異
な
っ
た
発
展
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
土
器
を
正
位
に
据
え
て

施
文
す
る
東
日
本
に
対
し
、
九
州
で
は
上
下
逆
に
文
様
を
施
す
点
も
対
照

的
と
さ
れ
る
。
早
期
に
は
、
関
東
地
方
を
中
心
と
し
た
撚
糸
文
土
器
が
東

日
本
に
広
が
り
、
近
畿
地
方
を
中
心
と
し
た
押
型
文
土
器
が
西
日
本
に
広

が
っ
て
い
く
。

前
期
の
曽
畑
式
土
器
は
、
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
受
け
た
西
北
九
州
の
土

器
と
轟
Ｂ
式
系
の
土
器
が
半
島
の
櫛
目
文
土
器
の
影
響
に
よ
っ
て
文
様
帯

の
分
割
や
全
面
へ
の
施
文
等
を
受
け
入
れ
て
西
北
九
州
で
成
立
し
た
と
さ

れ
る
。
草
創
期
に
東
日
本
で
始
ま
り
中
部
地
方
以
北
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た

縄
に
よ
る
施
文
、
い
わ
ゆ
る
縄
文
は
こ
の
時
期
に
西
に
徐
々
に
広
が
っ
て

い
く
が
、
九
州
の
曽
畑
式
の
み
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
同
じ
く
前
期
に

は
西
北
九
州
に
特
徴
的
な
扁
平
磨
製
石
斧
が
現
れ
る
。
こ
の
片
刃
の
磨
製

石
斧
は
刃
を
削
り
出
す
側
の
胴
部
を
長
軸
方
向
に
わ
ず
か
に
凹
ま
せ
る
こ

と
を
特
徴
と
し
、「
西
北
九
州
型
片
刃
石
斧
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
石
斧

は
も
っ
と
も
古
い
例
で
轟
Ｂ
式
土
器
に
伴
っ
て
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の

段
階
で
は
国
内
で
類
例
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
や
は
り
西
北
九
州
が
最
古

の
例
と
な
る
。
そ
の
後
、
曽
畑
式
土
器

が
広
が
っ
て
い
く
状
況
に
対
応
す
る
よ

う
に
九
州
内
の
み
に
展
開
し
て
い
く
。

ま
た
、
中
期
に
九
州
一
円
に
広
が
る

阿
高
式
土
器
は
、
曽
畑
式
土
器
と
同
じ

く
胎
土
に
滑
石
の
粉
末
を
混
入
し
て
独

図２―３３ 西北九州型
磨製石斧
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